
交
通
は
夏
季
は
舟
或
は
馬
、
だ
が
、
多
は
近
距
離
は
馬
橋
英
の

他
は
総
べ
て
ス
キ
ー
で
る
っ
て
、
一
月
以
降
月
一
回
車
冠
湾
に

入
港
す
る
定
期
舶
の
郵
便
物
を
五
、
六
十
人
の
人
聞
が
ス
キ
ー

に
乗
っ
て
一
人
四
、
五
十
庖
も
背
負
ひ
野
を
越
し
山
を
越
え
て

選
ん
で
行
〈
長
蛇
の
列
も
ま
た
偉
観
で
あ
り
島
で
な
け
れ
ば
見

ら
れ
な
い
風
影
で
あ
る
o

夏
季
我
々
は
事
業
用
務
で
支
場
に
出
版
す
る
時
は
殆
ん
ど
策

馬
で
途
中
丈
余
山
り
熊
笹
を
切
り
開
い
た
脱
野
の
腕
い
起
一
伏
の
多

い
山
退
や
前
方
の
熊
を
警
戒
し
な
が
ら
鼻
唄
ま
し
り
で
馬
を
馳

ら
せ
、
ま
た
刻
?
と
嬰
る
山
野
の
影
色
に
日
を
繁
し
ま
も
っ
L

し
っ
と
り
汗
ば
ん
だ
顔
学
一
風
に
吹
か
せ
て
行
く
気
持
も
ま
た
な

ん
と
も
言
は
れ
向
島
の
味
で
私
る
o

多
は
ス
キ
ー
で
ひ
ざ
迄
の
雲
を
踏
今
っ
と
一
一
岡
田
の
鍵
遜
で
一

休
み
後

8
Z離
闘
り
も
へ
曲
り
峠
を
約
一
二
、
四
十
分
で
エ
ツ
サ
フ

誕内悶
生水山

面
漁
場
監
理
委
貝

曾
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内
水
面
に
お
け
る
漁
業
制
度
改
革
を
管
質
的
に
推
進
す
る
最

も
穴
き
な
原
動
力
と
し
て
内
水
凶
漁
場
監
理
委
員
食
が
こ
ru
程

ホ
ヲ
サ
ヲ
登
り
つ
め
、
こ
ん
ど
は
雪
煙
に
包
ま
れ
て
念
坂
を
一

気
に
と
る
批
伏
沿
気
分
、
共
の
後
は
、
な
だ
ら
か
な
下
り
坂
を

ポ
ン
登
り
に
至
匂
紗
那
村
h
T
眼
下
に
見
て
吹
き
さ
ら
し
袋
一
風
に

汗
を
冷
し
つ
L

、
に
ぎ
り
め
し
を
パ
グ
ツ
タ
気
分
は
冬
将
軍
の

お
と
づ
れ
と
共
に
践
し
く
想
ひ
出
さ
れ
ま
す
。

波
れ
た
休
br
閣
ま
し
あ
っ
て
漸
〈
支
場
に
た
ど
り
つ
け
ば
支

場
長
は
じ
め
場
以
が
心
か
ら
務
背
を
「
ね
ぎ
ら
い
」
駁
待
し
て

呉
れ
る
時
は
、
今
訟
の
苦
し
み
も
何
も
打
忘
れ
日
現
に
熱
い
も

の
が
に
じ
4
出
る
o
此
の
気
持
は
我
々
島
の
者
の
み
が
持
つ
特

異
な
も
の
と
言
っ
て
も
温
言
で
は
な
い
と
思
う
o
今
は
呉
問
主

役
り
再
び
訪
れ
る
事
が
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
鐸
捉
'
品
を
隙
う
時

あ
の
群
上
す
る
鮭
鱒
庁
「
は
う
ふ
つ
」
と
し
て

H
前
じ
浮
び
臨

し
え
又
一
入
で
あ
る
o

(
徳
志
別
事
業
刷
物
主
任
)

誕
生
し
漁
業
制
度
改
一
平
の
椅
制
に
の
っ
と
っ
て
澄
足
す
る
取
に

な
り
、
昨
年
十
=
月
二
十
二
日
に
は
札
幌
の
労
働
合
館
に
於
い

て
第
一
間
北
海
河
内
水
回
漁
場
慌
問
委
員
曾
が
問
畑
出
ざ
れ
飛
品

食
治
氏
が
委
員
長
に
選
任
さ
れ
た
。

委
員
の
顔
ぶ
れ
は
次
の
通
り
で
あ
る
o
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北
海
道
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
曾
委
員
一
覧

一

年

令

一

佳

一

所

主

な

る

履

霞

三ゐ

氏
川
村
秀
次
郎

佐
藤

松
岡

伊
藤
築
三
郎

祷
藤
四
郎
吉

阿
部

奥
谷

芳
賀

木
田

名
民
司寅

英悠議善
助

も
へ
出
漁
業
協
同
組
合

盟
事

次
沼
水
産
加
工
協
同

組
合
組
合
長

網
走
中
市
字
呼
人
何
淵
戦
漁
業
協
同
組

阿
察
湖
漁
業
協
同
組

合
組
合
長

部
蕗
同
問
曾
長

石
狩
町
漁
業
協
同
組

合
組
合
自
民
石

狩
町
町
議

札
幌
郡
漁
業
協
同
組

合
組
合
長

釧
路
市
漁
業
協
同
組

合
盟
事

釧
同
町
市
議
曾
議
員

釧
崎
市
教
育
委
員
長

浩
湾
常
任
委
員

都
市
計
誌
喜
門
委
員

網
走
市
漁
業
協
叫
組

合
常
任
監
挙

静
内
漁
業
協
同
組
合

組
合
長

静
内
町
議

天
腐
漁
業
協
同
組
合

組
合
長

天
塩
貯
曾
議
長

五

亀
田
郡
七
飯
村

穴
字
穴
沼

阿
察
部
阿
怒
村

字
町
議
制
刷

玉
七

石
狩
郡

石
狩
町
出
J

花
畔

五
六

札
腕
郡
江
別
町

。
釧
路
市
沼
町

五
五

網
定
市
南
六
僚

京
六

7
目

四
九

静
内
郡
静
内
町

字
入
舟
町

ム
ノ、

天
坂
郡

天
塩
町
復
出
停
泊

氏
佐
藤

掛
刷
藤
共
太
郎

尾

崎

勇

長
野

''f' 
田

渡
塗

飛
島

山
出

結
城

名
良
雄

高
f衰

芳
男

宗
室

賞
治

幸
男詞

一
年
令

住

四
四

北
見
市

南
一
コ
依
六
丁
目

十
勝
郡
穴
津
村

標
津
郡
標
津
村

四六五

山
越
郡
八
雲
町

穴
出
十
八
雲
村

↓ ノ、

札
幌
市
南
十
四

候
西
一
丁
目

。
画
館
市

松
山
陰
町
二
一

札
幌
市
南
十
回

線
四
十
一
丁
目

札
幌
市
南
八
俗

図
十
七
丁
目

五
九

五。五

釧
路
市

鳥
取
町
一
四
八

所

主

な

る

履

歴

水
蒸
養
似
品
一
司

漁

業

摂
津
村
長

北
海
世
鮭
鱒
保
護
協

力
命
日
漣
合
命
旧
制
何
事

八
雲
町
長

靴
抱
指
枇
台
数
育
委

Ekp 
北
海
直
鮎
鱒
漁
業
協

同
組
合
組
合
長

北
海
一
迫
内
乱
小
養
殖
漁

業
協
同
組
合
組
合
長

北
海
道
穴
車
水
差
隈

部
教
授

小
舟
水
崖
高
等
隼
校

長北
海
道
火
単
現
地
部

教
授

北
沿
泣
内
水
而
漁
業

協
同
組
合
国
車
中

北
山
相
午
一
巴
鮪
鱒
保
護
溺

力
合
一
迎
合
曾
刷
命
日
長

計

十

八

白(
編
者
)




